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を蹴 し・發火雌 の鯉 別に分類 して始めてよ く認め.られた・此の燃髀 分類に當りては・
M料 の成分の系列が制 つてゐて,更に發火試願に於tそ4)燃料の示す幕動の異同か ら餓納 され
.る特徴の區別を利 甫する・. .」
斯 くレて成分力系列と發火試喰の類型 を等 しくする燃 料の彊火待時聞温産曲線め配列順序:
　 ロ 　 コ




間巌 雌 の蝉 ナる模攤 同樣であ.軸の紡 ら泌 が;、系列や鯉 を異にする羈 の間で,
は,自然發火の條件が蠻つて來ると發火待時間湿度藺線が變動ずる模様 も異つて來るものと解
正.される.
坩鞘 の自然獄 め鮒 をエンヂ吶 のそれk近付ける.と調 麟 作は複勸 される舜 は
必至である・期 く.することに確 ウ,爆料ρ組成顧慮め必要程度が減少しても 測定操作が筏雉.
.になつて,t■,耐熾釁…試驗踐で試驗するのに地べて簡易さ⑳程度が滅却されるζとになる・'
實駈 腓 が融 であ嶺 は吾々の狙ひとナる所である・ 自然發畑 度り測定が、最 も簡.　 　 ア
覃に行はれ得る.の腔 鮃 鯛 合飾 る・ 此に較ぺ!酸素氣流酢 於ける黔 は・岬6に.
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同一類型に肘 る翻 嬢 火待時間沮度曲線轢 め・こ舷 同一鯉1嘱 するオクタン債親
知基準燃耨φ發火待時簡薀度曲線とを堵鞍.してみた・ ・.一"
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'1
'オ .クタン價皖知基準燃料と.しては次の如き.むめを用びた.
.類㌍ に庶 ヘプタ..ンと イソオク.クンの混合物たる標準燃料を鵬,混 合割合め如何に依.
り,オ.クタン價oよ りgooの 間の試料を作 ることが出來 る・
類型2に はa:ヘペタンとベ ンゾールの混合物をll3ひ++YA割合媛 へ ることに依 り∫オ ク～
:/.0より130.迄の間の試料がf撃られ る量⊃・'
類型.3には標準燃料に加鉛・せ・るもめに用ひ.6α=!gallon加鉛 し℃オ クタ.ン偵54.6上1り11&7
迄ρ翻 鯏 魄 るく,..、. ..4
第.2鞭 肱.毒 ク:夕・麟 鱸 準欟 と 吻 タ噸 未綴 梍 の發燭 時　11雌轍 の
發待火時間1秒 以下の部分に注 目してその配列順位か ら.,.未知孝.クタン價を評定 して.みた値'
、f3第2表の第.3列日に示す遽 りである・...ゼ









































































原 肉ば,不飽艨 化水素の含Ftの多い詁 晦 せられるものと考ぺ られる・ 斯勲 皴 し
易い試料を變質し難い他め資料と同等1こ取扱ふzとの郎來ないのは云ふ迄 肱 い・
.3..搬火待時間,.温度曲線によるオクタン頂評定法 と,
」 鹽在來のオククン價醐 琺 ξ.②地較 『
燃料の耐爆性1ま1その成分易.比恥 沸黙,i縮雌歌,揮發嵐 蒸熱熱.その他の種々の性質
1)款 円穣 氏,.才クタ ン價,13】(畷16)・ じ
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㌍ 駐 鄭 せんけ る企て蝋 み.らオ・蛮 る・
.'Fr・pg》》.偉パ 彡.フイ;ン系攤 水素 に灘で ・1000聴比Ptr2×沸點 が略オ クタン價 埴 線關
係撚 描 を糊 しで輝 と灘 とか.ら・..材ダ瀕 紺 算してゐみ 一'』'.'購噂 雌 似 勲 耐騨 よ分子の吻 圓俳 近い繍 薦 直雛 近い程渺 する餉 .
にうる.ところから分子購 飃 いて・力鮒 φ安定髄 撚 したところの穣 定錨 なるもρ
..を踐 し・被 定度勘 醐 性悶 する.鵬か.ら紗 ダ・腱 鋤 てゐる・.、
撫 ・i琳やイ購 職 に依憂・.オ7eン燭 騨 靺 臘%以 下の灘 の糊 内鳩.Rsunte
よく.一致す:る.と云 はれてゐる・ 此等 の計算法ほ純彝㊧埃化水素のオクタン債φ算定には簡廟
.な・・eして一i-ffR`Dtc化水勲 齢 物1蜘倣 瑚 すべ.9か妹 鰍 であみ.實 際鞭 肱
てゐるガソ.り.ンは種々ヂ)挨1亀永素の梶合物でみう・ 此の樺な混合物にも趨用鵬來る方法のあ
VD・.と纏 毒しV・ 』 .,、
ガ.ソ.ウシのオクタ.ソ鰡 算法の中.の三腰 な:る.もの:S.・i:・の一14.Sqiii)eide・.及δ{S噂・・等め
計#法1}がある.・此の方法は沸$,比買笈ま不飽麹幾花水素の含有量を計算の基礎としてぬる・
本灘 依.るオクタ.・價の計賄.とモ凄 一灘 依る.オグタ順 鑽 灘 とは・解 以下の誤差
..で一致する1ξ稱軸 れてやる・澱 タび比早1嘩鱗 智獸 の諱差と穐 鯲 化水素含櫨 決
定噂 蝦 聯 炉・.担欝 る方向に鈴み齢 轡 圃 騨 碑 離 との差臨:比較的少いが・
そうで勘 啝 些の差岬r母 なり.湿煙:以 :・1・に腱 鎚 ・斯かる計算値繽 測値と.の
不一致を問笛外としても65.附近φ比較的低矛ク.タン價 めガゾリンlcしか碆串串來なVbので
は商 沙 ダ噸 鸚 挫 卑 ずる撚 ガソリγ の耐娼性の評卿 こ對ずる飾 債輦が購 であ
ると云1まれ頃な.ら瞭・,
・を蒲縢2象騾 膿騾 議勇雛 畿腎鍵:繍雛聯 灘
に佼 るオ ク.ク潔債 計算値 の庫 確 度 は沸黥91.～14L2『C・Mac・llRod恒度2・73{』2・974の範 園内
でt.最 大約5暮 度の諜 差で.計 算値 とモー タ≒法 に依 る買測 値 とが 一致す るとい ふ ことで あ
る・ 木法は.オクタ ン贋50や90の範圍 の ガ ソrりi.ンに適 用せ られ;る故,.Schnel4碑.莅びStanton
ク 　 　 　 　 ロ
等の計算法に優 るとCま云へ未だ充分で南.ると1‡云ひ難い
ロ
上逋 φ オクタ ン便瀞算法 φ中℃ 純炭 化水素に關す.るFfailciS.法や,生 林氏溝 は勿論 め と
と・ti.ソリ・・itFesする ・SCIin・{der-Sta・・b・1法夢...H・iliz・一Ma・弓r・.瀞何れ も耐髀 撚 加 し
てオ クタン價を高めた もの 、耐爆性 を評價す.るζとが不可能である.四 ヱチル鉛 の.如き肩效.
　 　 　 　ド 　し 　 　 　 　 コ リ
な酎爆却臨 此 れを極少量添加しーても。上詑諸氏の利用.した物理的或は化墨的φ煙質に殆んξ..t
鰡 鯢 ら廠 嘘 も栃 す,.オクタシ債蠣 警焔 め.陣る融 と筋#・らでφ:る・
糖 あ秒 タ・鰤 定灘 上購 氏の講+難:越較して見ると:語々醐 合謬,欧 必要な.
測定値は,發火待時間の温度に依る變花だけで充分である故,實驗が比較的簡單に済む・又試
3ゴ.A...Wピ.Francis。乃鳳1『 讐.C.fem.,33,554:.(ユ941》.
.4).'小柊 良 客 卑lx,..c化,.44,sis(昭16)・





































































適弔するeとが賺 塾 色防 ・吾々の方法1ま上記諸氏の方法眦 較 して・非常に廣鞭 噛
屑出來 るといひ得 ると思 ふ・'
も
又吾ぞの方法に依る評定値 と實測値との一臻㊧程度は 上記猪氏の計算法に依つた揚合匿較
べ,何 等憑色がない,又 吾 々の方法でぱ。實贓の性質上.低 オクタン憤試料の耐爆性の差異
鹸 瞳 んとする.よ臆 鮗 翻 として充分徽 つ商オ勿 順 鵡 鯛 澱 を鮃獣 妨 .
が容易である點が特色 と云へる。
著 々の方法では試榊 に不揮難 物質を入れて置き,そめたφに獄 待時閤温度曲線が高沮
aUitt・n・オ ク砂 齢 峅 した如 視 えて.S・C・F・R・モーター'ikl・tf・Z・ヂン試Ptの精
.果は・オ.クタン働 重,殆んどltfiレてゐないこ造 もあつた・.これは・吾 々の試th法では,表 面




化炭素,西 エチル鉛等 を添加した ものL發 卑待時間温度曲線 を求めた・そしそ先づ,齡讐それ
自躰 びに賭 榔 卿 興 耽 た時濃 火待脚 巌 遡?蝉 す嬾 様勗 嬾 め類嘩
瞬別 し,次に類烈を同 じくする燃料の發火待時間温度曲線の配列順位のオククン便に對する關
係か ら,同一類型に屬する他のオ.クタン便銑知塞準燃料を用uて,そ の發火待時間涯度曲隷を
求め,.これ とオククン價未知燃料のそれを比稼 して未知オ.ク.クン贋を語定 して見た 銑の方.
.法の當否を檢するため,評 定賓ク.タレ 便を實測.オクタン慣と較べて大體滿足すべき一鼓 を兄
た.寄 菱の斯様 なオ.ククン楓の詐定法 を在來のオクタン價計算法 と錨}照.してみると,試料ぷ少
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